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概要: 通信技術の発達に伴い，遠隔講義や講演が注目されている．遠隔講演の問題点として，遠隔地の

聴衆反応は把握しづらく，目の前に聴衆がいる場合に比べ考慮されにくいというものがある．そのため

話者にとって遠隔地の聴衆の反応に合わせた講義を行うことは難しい．本研究ではその問題を解決する

ため，遠隔地の様子を一目でわかるようにすることを目的に遠隔地の聴衆を 1 人のアバタに置き換え，

話者に提示する手法について検討する．
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1. はじめに

通信技術の発達に伴い高品質な映像や音声のやり取りが

可能となり，遠隔地においてもコミュニケーションを取るこ

とができるようになった．そのようなコミュニケーションの

一つとして，講義内容や聴衆の様子を双方向に伝達しあう

ことで離れた場所でも講義，講演を行うことが可能な遠隔

講義，講演という形式は近年広く用いられるようになった

[1]．

本研究において，遠隔講義とは，遠隔地会場に複数人の

聴衆がおり，会場前方のスクリーンなどに講義がリアルタ

イムに配信されているような状況とする．

講義において，聴衆の理解度や興味関心について話者が

把握し，それに合わせてその後の講義内容を作り上げてい

くことが重要である．話者が聴衆の状況を把握することは，

話者が聴衆の講義への参加を促すきっかけとなる．それに

よって話者と聴衆のインタラクションが高まり，結果とし

て講義の質が高まることが示唆されている [2]．そのため遠

隔講義においても，遠隔地の聴衆の把握が重要であるとい

える．

一方で，遠隔地の聴衆の反応は把握しづらいという問題

がある．そのため聴衆が目の前にいる場合と比較し，遠隔

地にいる聴衆の反応は考慮されづらくなってしまう．この問

題に対し遠隔地の聴衆反応の把握を支援するような様々な
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システムが提案されている [3][4][5][6]．

本研究では遠隔地の聴衆反応の把握にかかる認知負荷を

軽減することを目的に，聴衆全体の反応を 1人のアバタに

集約し話者に提示することを提案する．これによって話者

は遠隔地の聴衆反応を一目で把握することができ，より話

者と聴衆のインタラクションがしやすくなることが考えら

れる．具体的には，まず，遠隔地の聴衆映像から非言語情報

を抽出する．その情報を集約したアバタを作成し，話者に

提示する．その際，聴衆が講義を聞いているかという点に

着目し，頷きと視線について聴衆から情報を抽出しアバタ

の作成を行う．

2. 関連研究とシステムの要件

本章では遠隔講義における聴衆の反応把握を支援するこ

とを目的としたシステムについて述べ，それらの特徴や残

された課題について考える．その後それらから考えられる

システムの要件に関して述べる．

2.1 アンケートを用いた方法

樊麗汀ら [3]は聴衆からのフィードバックを得る手段とし

て，聴衆にアンケートを行うことを挙げ，その要件につい

て詳しく述べている．ここでは遠隔講義について，聴衆が

それぞれコンピュータを利用しているような状況を想定し

ている．この想定において，アンケートの収集は容易であ

り，結果を直ちに講義内容に反映することができることや，

データベース化による後からの講義の反省が可能であるこ

とが利点である．一方，今回の想定形式では遠隔会場の聴

衆はそれぞれコンピュータを利用しているわけではなく，ア
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図 1: 提案システムの概要図

ンケートの収集は容易でない．そのためこのような手法は

今回の想定形式では利用することが難しい．

2.2 聴衆が現在の状況を入力する方法

聴衆から直接フィードバックを得る方法として，聴衆が

現在の状況，感情などを選択肢から選び送信する手法があ

る [4][5]．この方法では話者は各聴衆の現在の状況をアイコ

ンなどの視覚情報として得ることができる．これによりア

ンケートなどと比較し自然かつ直感的に聴衆の状況を把握

することが可能となっている．また，このような手法は今

回想定するような遠隔講義形式でも利用可能である．その

一方で，常に聴衆に操作を要求するという問題があり，こ

れが聴衆の講義自体への参加を妨げてしまう可能性がある．

2.3 聴衆の状態を計測する方法

Milton[6]は映像から聴衆の状態を推定するシステムを用

い，判別した結果を話者に提示することを提案している．そ

のため聴衆に操作などを要求することなく話者が聴衆の状

態を把握することが可能である．この方法では各聴衆の状

態を推定し，話者に表示する．しかしこのように聴衆ひと

りひとりの状態を同時に話者に提示するような方法は視認

性が悪く，短時間に全体を把握するのは困難である．これ

は話者にとって講義の進行，そして聴衆とのインタラクショ

ンを妨げる要因になることが考えられる．

2.4 システムの要件

上に挙げた各システムの問題点を踏まえて，今回提案す

る遠隔講義における聴衆の状況を把握する際のシステムの

要件について考える．要件は以下の 3点にまとめることが

できる．

• ある遠隔地の会場に多数の聴衆がいるという形式に
おいて利用できること．

• 聴衆に操作を要求しないこと．

• 話者にとって負荷が多数少なく，講義を妨げない形式
での聴衆状態の把握が行えること．

3. 提案手法

2.4 節において述べた要件を満たすようなシステムとし

て，遠隔会場の聴衆の反応を単一のアバタに集約し，話者

に対し提示することを提案する．

聴衆全体の情報を少数のアバタという形に集約すること

により，話者の聴衆把握における視認性は改善されると考

図 2: 聴衆映像と提示アバタのイメージ

図 3: 提案システムの構成

えられる．その中で今回その最小単位である単一のアバタ

への集約を考える．単一アバタへの集約により話者は一目

で聴衆の反応を把握できるようになる．これにより各聴衆

の情報を同時に提示することと比較し話者にとって負荷の

少ない形での提示が可能であると考えられる．また数字や

色，記号などの人でない情報として提示するのではなく，ア

バタを用いることで講義というインタラクションの形式を

崩さない自然な提示が可能になると考えられる [7]．

3.1 システムの概要

本研究で提案するシステムは以下のように構成される．

(図 3)

1. 遠隔地の聴衆反応から非言語情報を抽出する「非言語

情報抽出部」

2. 抽出した情報を集約し，アバタを作成する「アバタ作

成部」

3. 作成したアバタを話者に提示する「アバタ提示部」

3.1.1 非言語情報抽出部

今回提案するシステムにおいては，講義の際，聴衆はほ

とんど音声情報を発しないことから，視覚情報のみから抽

出できる非言語情報に注目した．遠隔講演という一般に聴

衆側の音声が話者側に送信されない状況でも利用でき，ま

た，音声情報を用いることはより話者側の負荷が大きくなっ

てしまうと考えられるためである．

Vargas は非言語情報を 9 つに分類している [8]．その中

で聴衆の映像から得られる情報として動作と目に関するも

のが挙げられる．それらに関し，今回講義において重要な

要素である「聴衆が講義を聞いているか」という点に焦点

を当て情報を抽出する．そのため，話題への肯定を示す「頷

き」，興味の方向を示す「視線」の２つに注目し聴衆映像か

らの情報抽出を行うことを考える．
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3.1.2 アバタ作成部

聴衆から得られた視線情報，頷き情報を元にアバタを作

成する．この際，情報をどのように集約するかということ

に関し，今回「聴衆が講義を聞いているかの印象が映像を

見た際とアバタを見た際で同様になる」ような集約方法を

目指す．これにより映像を見た際と同様の印象を負荷が小

さく得ることができる．

3.1.3 アバタ提示部

話者へのアバタの提示方法について，３つ考えることが

できる．

• アバタのみをモニタに映像として提示する

• アバタを聴衆映像と共に提示する

• プレゼンテーションツール上に提示する

これらについて，どのような提示方法がより認知負荷が

小さく聴衆把握が可能なのかを検証する必要がある．

4. まとめと今後の展望

遠隔講義では話者が聴衆の反応を把握することが難しい

という問題があり，様々な支援システムが提案されてきた．

本稿では遠隔講義において聴衆反応を単一のアバタへ集約

し話者に提示するシステムを提案した．このシステムによっ

て，話者は遠隔会場の聴衆の状態を容易に把握できるよう

になると期待される．

従来の支援システムと比較し，聴衆に対しアンケート回

答などの操作を要求しないこと，単一のアバタへの集約に

よる視覚的な負荷の減少によって講義やインタラクション

を妨げないことが利点として挙げられる．

本提案における今後の展望として，アバタの集約方法，提

示方法についての評価，検証を行ってゆく必要がある．ア

バタの集約方法に関しては，得られた視線，頷きの情報を

どのように用いるのか，それをアバタにどのように適用す

るのかについて考える必要がある．実際の聴衆映像を見た

際の印象と，アバタを見た際の印象が同様になるような集

約法を検証する．アバタの提示方法に関して，どのような

提示方法が話者にとって負荷が少なく，聴衆の反応把握が

しやすくなるのかについて決定してゆく必要がある．
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